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RAS 遺伝子変異型腫瘍を有する切除不能進行・再発大腸癌に対する化学療法後の血液中

RAS 遺伝子変異を評価する観察研究（JACCRO CC-17）が開始されます 

 

研究の背景 

• RAS遺伝子の Statusは化学療法によって変化することが知られている。 

• RAS遺伝子野生型の大腸癌に対して抗 EGFR抗体薬治療後に RAS遺伝子変異クローンが

出現することが報告されている。 

• 一方で、RAS遺伝子変異型の切除不能大腸癌においても標準化学療法に不応・不耐となっ

た患者で、Liquid biopsy での ctDNA 中 RAS遺伝子が野生型となることが報告された。 

• 本邦において、RAS遺伝子変異型の切除不能大腸癌における化学療法後の RAS遺伝子の

野生型・変異型のデータは存在しない。 

• さらに、RAS遺伝子変異型の切除不能大腸癌において、化学療法によって RAS遺伝子野

生型の腫瘍が増加し、抗 EGFR 抗体薬を含んだ化学療法に有用性を認める可能性がある。 

目的 

✓  RAS遺伝子変異型腫瘍を有する切除不能進行・再発大腸癌に対して、化学療法後の ctDNA

中の RAS遺伝子を解析し、遺伝子変異の頻度を評価する。 

✓ 前向き観察研究 300例を集積予定 
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研究代表者 

 聖マリアンナ医科大学 伊澤直樹先生 

登録期間 

 2021年 4月 1日〜 １年間 

 

 

 

本研究に興味があり参加をご希望の場合は事務局までご連絡下さい。 


